
 

 

 

 

 

「密」に考える 

校長 小 澤 雅 人 

 

 来年度より進められる新学習指導要領の考え方の柱である「主体的・対話的で深い学び」に基づきこれ

からの教育活動は進められていきます。フランスの哲学者パスカルの著書パンセに、「人間は自然のうち

で最も弱い葦
あし

にすぎない。しかしそれは考える葦
あし

である。」という、よく知られた言葉があります。人間

の自然に中における存在の弱さと、思考する存在としての偉大さを言い表したものです。 

先の「主体的な学び」とは、学ぶことに興味や関心を持ち、自らのキャリア形成の方向性と関連付けな

がら見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる学びが実現できてい

るか。次に、「対話的な学び」とは、子供たち同士の協働と教師や地域の人との対話と共に、先人の考え

方を手掛かりに考えること等を通じ、自分の考えを広げ深める学びが実現できているか。そして「深い学

び」とは、習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働か

せ、知識を相互に関連付け、より深く理解し情報を精査して考えを形成し、問題を見いだして解決策を考

え、思いや考えを基に創造していく学びが実現できているか、ということです。 

ここに「考える」こと、自らの考えを広め深めていくことと、考えに基づいて創造していくことの大切

さが問われています。与えられた答えや方向に追随することではなく、自らの力を駆使して、結論を導き

出し、その方向への方策を模索していくこと、そして、そのために人々との関わり合いや会話を通じてい

くことの重要性が示されています。先ずは、難しいことを始めることではなく、新しいことを始めること

でもなく、今まで行ってきている学習活動や教育において、自分で考えること、文章やものを書き表すこ

と、話し合いを行うことに、改めて着目し進めることが大切であると考えます。 

大学入試での記述式問題や文章で表現する試験に対策することが主眼ではありません。ＡＩ(人工頭脳)

が加速度的に進み、ＩＣＴが日常的な社会となっていく未来に向け、人間が主体的にＡＩやＩＣＴに関わ

り活用するための資質、能力の育成が課題です。そして、ここにあるキーコンピテンシー（ここでは汎用

的能力の意）が「考える」だと言えます。 

子供たちにとって、スマートフォンやタブレットが身近に使えるところにあることが当たり前の時代

になってきました。辞書からではなく、ＷＥＢでの検索により様々な情報を得ることは日常的になりまし

た。しかし、一つの情報だけで物事を判断するのではなく、様々な角度からの情報を獲得し、その上で自

ら考え抜き、その自らの考えだけに固執することなく他者との議論の場に身を置き、多くの議論を尽くし

考えを深めていくことを子供たちに意識させることが重要だと考えます。だからこそ、大人たちも「考え

る」ことを止めない、考える葦である、そういう人であり社会とすることが命題だと考えます。 

今年の漢字には『密』が選ばれました。「三密」を避け、しかし物事を考えることと学ぶことへの「密」

の度合いを増していくことは、コロナ禍であってもできる時間と環境はあります。まだまだ感染への不安

は続きますが、外出を控えた生活が続く中、家庭で、家族でともに考える有意義な時間を工夫することは

可能です。 

この 2 学期までの間、皆様方より本校への変わらぬご支援・ご協力に感謝いたします。新たな年を迎え

ます。今後とも、家庭・地域と共に生徒一人一人の夢の実現に向けた活動の指針を図ってまいります。心

より、健やかで良き年をお迎えされることをお祈りいたします。 

 

令和２年度 

令和２年１２月２１日発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天候に恵まれ、計画通りに見学し、各班が充実した学習をすすめることができました。 

2 年鎌倉校外学習 11 月 10 日



 

 

 令和４年度より実施予定の東京都中学校スピーキ

ングテストの確認プレテストを実施いたしました。今

年度は一部抽出校での実施となり、本校はその対象校

となりました。１２月８日（火）にコンピュータ室で

行いました。配布されたタブレットのトラブルもなく、

スムーズに実施ができました。３年生にとって、初の

体験でしたが集中して取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １年生において、家庭科の調理実習を行いました。 

１時間という限られた時間で、２品の調理を行うため

には、グループの協力が欠かせません。また、各グル

ープにおぎすけ（学校支援本部）から授業支援のサポ

ートをいただいて実施いたしました。１回目よりは２

回目の方がスムーズに実習を行うことができるよう

になっていました。男女関係なく、積極的に実習に取

り組んでいた姿が見られました。 

 

英語スピーキングテスト 

 

調理実習 

 



 

 

 

 体育の授業において、男子は持久走、女子は柔道を行って

います。持久走が苦手な生徒も最後まであきらめずに走る

姿がありました。柔道は感染症対策のため、組んでの掛け合

いは行っておりませんが、受け身など基本動作等を学習し

ています。日常生活においても、受け身が役立つ場面がある

という話を聞いて、驚いていた様子が見られました。難しい

足の形など細かいところに注意しながら、真剣な表情で取

り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２・１月の主な行事予定 

 １２月２１日（月） 生徒会朝会 

 １２月２２日（火） 菅平移動教室保護者説明会（２年） 

 １２月２５日（金） 大掃除、２学期終業式 

 １２月２９日（火）～ 1 月３日（日）学校閉庁日 

  １月 ８日（金） ３学期始業式 

  １月 ９日（土） 土曜授業 ICT 活用 DAY 

  １月１３日（水） 避難訓練 

  １月１８日（月） 全校朝会 安全指導 

  １月１９日（火） 修学旅行保護者説明会（３年） 

  １月２０日（水） 内科検診（２年） 菅平移動教室前健康相談（２年） 

専門委員会 評議執行委員会 

  １月２２日（金） 私立推薦入試（３年） 英語検定 

  １月２６日（火） 都立推薦入試（３年） 移動教室前日指導（２年） 

  １月２７日（水） 都立推薦入試（３年） 

  １月２７日（水）～ １月２９日（金） 菅平移動教室（２年） 
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体育の授業 

 

今月の玄関アート 

12 月 13 日(日)に開催された

杉並区中学校対抗駅伝大会

2020 に本校から女子チーム

が出場いたしました。 

チーム成績 

第１７位 

第１区 区間賞 

     ２年 ○○さん 

（２年連続） 


